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令和6年度 第2回全体会

ネットゼロフォーラムしが
～ 多様な主体参画で目指す「CO2ネットゼロ社会」の実現 ～

詳細は滋賀県HP
「ゼロナビしが」を
ご覧ください！

滋賀県では、ＣＯ2ネットゼロの達成とともに、
そのための取組を通じて、地域や経済の持続
可能な発展にも繋げる「CO2ネットゼロ社会」
の実現を目指しています。

これに向けた情報交流や具体的取組を促進す
る場として、「ネットゼロフォーラムしが」を運
営しています。

日時

会場

プログラム

申込方法

令和7年2月14日（金） 13:30～16:00 （13:00開場）

ピアザ淡海３階 大会議室 （大津市におの浜1-1-20）

※会場へは可能な限り公共交通機関でお越しください。

1. 開会挨拶、「しがCO2ネットゼロみらい賞」の表彰式

（滋賀県知事 三日月 大造）

2. 取組事例紹介

～「しがCO2ネットゼロみらい賞」の受賞企業による取組事例紹介～

株式会社木下カンセー ／株式会社瀬田月輪自動車教習所 ／髙橋金属株式会社
／ トヨタモビリティパーツ株式会社 滋賀支社 ／ 株式会社がんさん

3. 取組事例紹介 「YANMAR GREEN CHALLENGE2050の取組」

（ヤンマーエネルギーシステム株式会社 カーボンニュートラル推進部
プロジェクト推進部長 岸本 太志 氏）

4. 滋賀県からの情報提供 （ネットゼロフォーラムしが分科会、企業向け支援制度など）

（滋賀県 総合企画部 CO2ネットゼロ推進課）

5. 名刺交換会

滋賀県HP「ゼロナビしが」の「ネットゼロフォーラムしが」のページにある「申し込みフォーム」
からお申し込みください。

https://zeronavi.shiga.jp/communication/consortium/

定員

100名
（先着順）

参加費
無料



ネットゼロに係
る話題提供

参画企業等か
らの意見・アイ
デア出し 連携した取組やプロ

ジェクトの実施

県施策のブラッシュ
アップ

「CO₂ネットゼロ社会」
の実現

地域や経済の成長に繋がるネットゼロに向けた仕組みを作り出す場

ネットワーク形
成

情報交換

省エネ・再エネに向け
た具体的取組の促進

『ネットゼロフォーラムしが』 で実施すること

ＣＯ₂ネットゼロの達成
地域や経済の持続可能な発展

「しがCO₂ネットゼロムーブメント」の賛同者を募集中です。
賛同いただいた方へ、啓発ポスターの提供やメルマガ配信をさせていただきます。

講演企業および講演内容のご紹介

株式会社木下カンセー

～リサイクルセンターにおけるＡＩロボットを含めた半自動選別ラインの導入～

プレス加工を行わないまま出荷していたペットボトルを効率的に処理するため、
最新の選別ラインに更新することによりエネルギー消費量を大きく削減。

株式会社
瀬田月輪自動車教習所

～自動車教習業務の効率化と教習効果の向上および方策によるＣＯ2排出削減
の取組～

学科教習のオンライン化、複数教習の増加、教習原簿の電子化により、送迎バス
運行数や教室の使用時間、実車教習時間および紙資源の削減を実施することで
ＣＯ2排出量を削減。

髙橋金属株式会社

～ＣＯ2ネットゼロ時代の新洗浄ソリューション～

独自開発のヒートポンプ式排気熱回収装置、高効率エアブローノズル、本体放熱
回収機構等を複合的に組み合わせ、消費電力を減らしてCO2排出量を30％削減
する、環境対応型コンベヤ式工業部品洗浄装置「エネサーキュ」を新開発。

トヨタモビリティパーツ
株式会社 滋賀支社

～水素エネルギーの将来性をテーマに、教育現場等での出張授業やワークショッ
プを展開～

未来を背負う世代が水素エネルギーによる“希望ある未来”について、ミニラジコ
ン体験キットを使い楽しく学ぶとともに、今後の地球環境を踏まえたＣＯ2ネット
ゼロの取り組みの必要性を啓発。

株式会社がんさん

～学校や福祉、地域住民と企業みんなで繋がるリサイクルによる環境貢献活動～

生徒や従業員および地域住民が学校や企業に集めた缶を福祉施設とがんさんが
回収し、福祉施設において選別してリサイクル。缶１個当たりの重量に対しＣＯ2排
出の削減量を見える化して地域に還元。

ヤンマーエネルギー
システム株式会社

次の世代が豊かに暮らせる社会を目指し、自社の活動だけでなくお客様の環境
負荷ゼロにも貢献できる、2050年環境負荷フリー、GHGフリーに向けたヤン
マーグループの取組み「YANMAR GREEN CHALLENGE 2050」を紹介。


